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私たちは，日々の消費行

年版『国民生活白書』

消費支出は，近年の 比

比率でみた民間企業設

迷している最近では約３倍

現代社会は，膨大な種類

動を通じて生命の再生産，家

によれば，この消費行動にと

率でみると 以上に達し

備投資支出の２倍以上，長

にも達する。

と量の商品が供給されている

族の再生産をしている。

もなう日本の家計最終

ている。これは，同じ

期不況により投資が低

消費社会である。あり

あまるほどの商品が生産さ

できる社会が，今なお実現

本稿は， 経済学は消費

の商品化を通して現代消費

費者問題の解決をはかる消

ている。本稿の目的は，現

れ供給されながら，誰もが豊

しないのはなぜだろうか。

をどのように位置づけてきた

をみる， 商品交換関係から

費者の立場から現代消費をみ

代消費に生じている諸問題の

かで幸せな生活を享受

かをみる， 生活過程

現代消費をみる， 消

る，という構成をとっ

基底に横たわっている

内在的かつ構造的な問題を

権利実現や消費者の責任，

のあり方をさぐることにあ

では，ごく簡単にではあ

られていたかを見ていこう

（ ）

社会科学の側面から検討し，

消費者運動という視点を糸口

る。

るが，消費が経済理論におい

。

そのうえで，消費者の

に，消費者問題の解決

てどのように位置づけ
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立命館経済学（ 巻特

経済学は消費をどのように

別号３）

位置付けてきたか

需要が供給を上

給が需要を上回る

の歴史のひとつの

界の観察・分析で

消費を生産に従

済学における経済

回る世界では，生産された財

世界では，消費されない財が

側面は，この自明とも思われ

あるといってもよい。

属する変数としての位置づけ

理解では，部分的な過剰生産

はすべて消費される。逆に，

発生し過剰生産となる。経済

る生産と消費，需要と供給の

しか与えてこなかった時代の

が発生しても，市場価格によ

供

学

世

経

る

自動調節によって

衡が成立し，過剰

「神の見えざる手

ある。また，古典

ることに主眼をお

生じることを主張

資本主義経済の

消費が促進され，需要と供給

生産は解消すると考えられて

」という言葉は，このような

派経済学の多くは，消費を節

いていた。このような経済理

したのは，マルサスやマルク

現実をふりかえると， 世紀

が一致していくため市場での

きた。有名なアダム・スミス

立場を古典的に代表するもの

約して生産を伸ばし富を蓄積

解を批判し，一般的過剰生産

スなど少数であった。

以来，周期的な恐慌が繰り返

均

の

で

す

が

さ

れ，過剰生産と過

し，比較的若いか

より，過剰生産や

均衡を取り戻して

の時はじっと耐え

に，経済理論の世

小消費のシグナルが発信され

つての資本主義経済において

過小消費によって不均衡状態

きていたのである。そのため

ていればやがては好景気に恵

界では「供給自ら需要をつく

続けていたことがわかる。し

は，内包された自律的回復力

となった経済は，やがて正常

，経済というものは，恐慌の

まれるものだという理解とと

る」という「セーの法則」の

か

に

な

嵐

も

妥

当性が前提にされ

界大恐慌の嵐はい

がやってくるとい

普遍性のない理論

での「セーの法則

（ ）

てきたとも言えるわけである

つまで耐えても過ぎ去らず，

う経験は崩れ去った。

であったことを明示したので

」の否定は，資本主義経済に

。ところが， 年におきた

これまでのように待てば好景

年世界恐慌は，「セーの法則」

ある。ところで，このような

おいて生産力水準の上昇にみ

世

気

が

形

あ



現

う市場の広がりが生まれず

変化が生じた結果，供給サ

ことの現れでもあった。

代消費の構造と消費者（山西）

，生産物がすべて消費されな

イドの成長だけでは経済成長

いような何か構造的な

を達成できなくなった

このような経済の姿を需

動を左右することを理論化

インズは，有効需要に民間

的主眼は投資的需要拡大に

られる。その後，ケインズ

なって本格的な需要を呼ぶ

す成長理論として語られる

要不足という視点でとらえ，

したのがケインズの「有効需

投資や政府投資と消費とを含

よる不均衡是正（過剰生産力の

の経済学は，公共投資等によ

ことによって，過剰生産の解

こととなったのである。そし

需要の大きさが経済活

要の原理」である。ケ

めているが，彼の理論

解消）にあったと考え

る需要開発が呼び水と

消と経済成長をもたら

て，投資需要創出政策

として公共投資が位置付け

ン促進的財政金融政策がセ

「セーの法則」が妥当しない

本主義経済が変化したこと

目を転じ，本稿に関わる

た大量生産システムである

い意味の工場内生産システ

られると，その資金的裏付け

ットされてきたのである。ケ

ような需給の不均衡が恒常

を反映したものといえよう。

範囲で， 世紀の生産力上昇

フォード・システムについて

ムとしてのフォード・システ

としてインフレーショ

インズ理論の登場は，

化した経済体質へと資

の基礎のひとつとなっ

簡潔にみておこう。狭

ムは，互換性部品生産

技術や科学的な生産管理法

入による組立の流れ作業化

かに広い。フォード・シス

ステム導入により，他者を

現した。フォード社は，こ

労働者が本格的な消費市場

等を土台に開発されたベルト

を指すと言ってよいが，その

テムを創始したフォード社は

圧倒する生産力上昇と生産コ

の競争力をバックとして一般

の顧客となる端緒をもたらし

コンベヤ・システム導

経済的な意味は，はる

，ベルトコンベヤ・シ

ストの大幅な低下を実

従業員に高賃金を支給，

，耐久消費財の大量生

産・大量販売時代を開いた

呼ぶ大量生産・大量消費型

造）が定着する。ここで注意

蓄積を優先する経済構造が

構造が組み込まれていくと

（ ）

のである。これが原型となっ

の経済構造（生産構造・流通

をしておかなければならな

改革されないままの資本主義

，必然的に深刻な供給過剰

て，フォーディズムと

構造・信用構造・消費構

いことは，生産資本の

経済に大量生産型生産

（需要不足）が生じるこ



とである。現代工

をかかえた経済シ

供給圧力を解消す

立命館経済学（ 巻特

業経済は，基礎的にこのよう

ステムなのである。これは，

るための広告宣伝，マーケテ

別号３）

な過剰供給圧力という経済問

産業社会が激化する商品の過

ィングなど各種技術を発達さ

題

剰

せ

てきたことと無縁

が，新たに大きな

現代消費が，基底

った経済システム

本来，効率性を

販売の全領域で高

を促進するため，

ではない。フォード・システ

経済問題も同時に産み落とし

においてこのようなフォーデ

のもとに置かれ試練に立って

求めて生みだされた大量生産

度の分業体系を要請する。分

消費と生産の時空が大きく引

ムは消費の大衆化をもたらし

ていたのである。確かなこと

ィズム体制の支配・呪縛を背

いることである。

型経済システムは，生産，流

業体系の高度化は，迂回的生

き離されることになる。さら

た

は，

負

通，

産

に，

科学と技術の発展

ような過程は，生

や商品生産は，以

極めて行われなけ

での時間短縮など

を売り込んでいく

消費は，生産の

や分業の発達は，商品・サー

産物の価値実現の不確実性を

前にもまして生産物が販売さ

ればならなくなる。また，正

によって資本の潜在リスクを

販売・流通技術の高度化が強

結果として存在しているだけ

ビスの種類を増加させる。こ

増大させる。そのため商品開

れ消費される可能性を慎重に

確な販売予測や生産から消費

最小限にしつつ多種多様な商

く求められるわけである。

でなく，生産を規定する存在

の

発

見

ま

品

で

もある。上記のよ

生産物を選択しな

規定するのではな

生産と消費は，相

経済における消

経済成長の動因と

うな事情は，消費における商

がらおこなわれる傾向を強め

く，消費も生産を規定する立

互に媒介しあいながら展開し

費の重要性が高まり，消費は

して独立変数的観点から認識

品選択の自由度を拡げ，消費

ていく。生産が一方的に消費

場に立つことになる。こうし

ていくのである。

生産の従属変数としてではな

されるようになる。端的に言

が

を

て，

く，

え

ば，消費の目的，

が登場してくる。

費拡大が必要であ

が必要であり，そ

されてくる。こう

（ ）

課題を経済成長に果たす意義

つまり，個別企業の資本蓄積

るというミクロの世界の要求

れには消費を含む総需要拡大

してマクロ的な視点に立つ経

役割に結びつけ考える経済理

にとって当該企業の生産品の

実現には，一国全体の経済成

が必要であるという認識が形

済学が確立してくるわけであ

論

消

長

成

る。



現

それは，需要と供給は均衡

の均衡過程を追求する経済

衡是正の処方を説く経済学

代消費の構造と消費者（山西）

するものであるという考えの

学へ，さらに，需要と供給の

へと理論が展開されてきた道

経済学から需要と供給

不均衡を認めその不均

筋を示してもいる。

ところで，需要と供給の

という認識が希薄となりが

生産が行われていくという

いう主体が問題になり，消

の生命の再生産という構図

視点がでてくる。後者は，

えて，生命の再生産という

均衡過程を求める世界からは

ちである。一方，生産と消費

理論構成においては，媒介し

費者 労働者 人間という関

が明確に浮かびあがり，再生

需給均衡条件の探索といった

他分野にも拡がりのある視点

，再生産のための消費

が相互に媒介しあい再

あう生産者と消費者と

連から消費行為 人間

産のための消費という

狭い経済学的視点を超

から，総合的に消費を

考える社会的経済学の世界

限界効用理論が基本にお

のなかでの個人の財への主

消費者は財の購入者である

る。また，消費の一面は個

説にもみられるように人間

ンガーやマズローの主張は

に我々を導くものであるとい

く理論的な要点のひとつに，

観的価値判断に基づく欲望の

と同時に財の選択者であると

人の欲望充足行為であるが，

の欲望内容は，必要の充足度

，商品選択 が増え消費生活

えよう。

メンガーが説く，社会

均衡条件の探索があり，

いう観点を提供してい

マズローの欲求の段階

によって変化する。メ

の自由度が一定水準を

越える経済状態の出現に基

品が供給される消費社会で

を強制する圧力が同時的に

択可能性が高い豊かな社会

産・供給や消費のあり方に

さとは何かが問われてもい

礎をおいている。現代社会は

あるだけではなく，常に，過

働いている社会である。この

ととらえられがちである。だ

ついては数多くの深刻な問題

る。

，豊富な種類・量の商

剰な生産の圧力と消費

ような社会は，商品選

が，現実の商品の生

をかかえており，豊か

他にも，消費者の商品選

済理論の前提に措定されて

的前提には，暗黙のうちに

択ができるスーパーマンの

現実性は，情報理論や消費

（ ）

択行動の問題を考える際に重

いる人間像の問題がある。例

あらゆる情報に精通していて

ような人間が想定されている

者の商品選択に必要な時間量

要な論点ひとつに，経

えば，新古典派の理論

瞬時に合理的計算と選

。このような前提の非

の計算問題によっても



指摘されていると

消費は，複合的

に，社会全体の動

立命館経済学（ 巻特

ころである。

な事象であり，個々人や個別

きでもある。消費に対する分

別号３）

家計の多様な動きであると同

析は，この複合性を反映して

時

多

様な観点からされ

の諸分野からの消

する家庭経済学や

的な価格論や消費

期消費関数），クズ

（相対所得仮説），モ

仮説）などのアプ

る必要がある。そこで参考ま

費に関する議論をもう少しあ

その発展としての側面を持つ

者選択論からのアプローチ，

ネッツ（長期消費関数），デュ

ディリアーニ（ライフサイク

ローチがある。さらに，ガル

でに項目のみとなるが，経済

げておくと，家計分析から出

生活経済学，あるいは，ミク

消費関数に関するケインズ

ーゼンベリー，モディリアー

ル仮説），フリードマン（恒常

ブレイスなど社会的文化的要

学

発

ロ

（短

ニ

所得

因

を重視する立場も

を分析する理論も

明らかにし現代消

している。それぞ

るため，豊富化さ

せていく姿勢が求

そこで，現代消

ある。経済における消費の役

豊富化してきたわけである。

費のありようを問題のないも

れの理論の特徴や限界を見極

れた理論を，積極的に活用し

められるといえよう。

費の現実に目を向けると，大

割が重視されるに従って，消

我々は，現代消費に潜む問題

のに変革していくことを目的

めつつ，現実の問題解決を考

ていくとともに創造的に発展

量生産，大量消費型の経済は

費

を

と

え

さ

，

大量の資源を乱費

重層的かつ深刻な

う視点から地球生

費は，早急にサス

次に，生活過程

係という関係を通

し大量の廃棄物を生じており

自然破壊，環境破壊を引き起

命環境の破壊を防止すること

ティナブルな消費への転換・

の商品化に潜む現代消費の問

してとらえ，現代消費の構造

，物理的，化学的，生態的な

こしている。生命の再生産と

が求められているように現代

変革を強く迫られている。

題を共生的関係と共生的暴力

の一端について考えてみよう

ど

い

消

関

。

＊アダム・スミス

は，さしあたり

科学研究所編

＊共生的関係と共

会日本における

拙稿「ローン化

（ ）

，マルクス，メンガーらの経済

，芦田紀久雄「経済理論におけ

『消費者問題と消費者政策』第５

生的暴力の概念は，『場トポス

共生的暴力］をみられたい。な

された生活」も掲載されている

学における消費の位置づけにつ

る消費概念の変化」（中京大学

章）。

』 ， 年 月の特集，［企

お，同特集には，本稿にも関連

。

いて

社会

業社

する
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２ 生活

代消費の構造と消費者（山西）

過程の商品化と現代消費の構造

現代日本の消費生活の特

年代以降，テレビ，冷

急速に普及し，現在ではこ

という追加需要が中心とな

広告とローンがこの商品化

囲まれ埋め尽くされたかに

徴のひとつは，商品化された

蔵庫，洗 機，エアコンなど

れらの耐久消費財需要は，買

っている。また，住宅の持ち

を促進してきた。その結果，

見える。これは企業と消費者

モノの豊かさにある。

の家電製品や自動車が

換需要や２台目３台目

家化も進んだ。過剰な

我々の生活は，商品に

の共生関係が生んだ消

費生活でもある。このよう

からみれば豊かで幸せなも

だが，一見，豊かに見え

の矛盾は，大量生産，大量

生活と引き替えに多くの人

の豊かさを失った人が増え

心の貧しさや欠陥は，いじ

な現代日本の消費生活は，貧

のに映るであろう。

るこの消費生活は，多くの矛

消費がもたらした環境破壊や

が借金まみれの生活に陥って

ていることなどに，端的に現

めや校内暴力，精神疾患，自

困にあえぐ国々の大衆

盾をはらんでいる。こ

，モノに囲まれた消費

いることに，また，心

れている。現代日本の

殺の増加などにも現れ

ている。その原因の一部は

生活の制御に対するトラブ

暴力の現れる場へと転換さ

幸福な生活を実現するた

生活環境（生命の再生産環境

現実は，環境破壊や生活破

，豊かさをもたらすはずの「

ル要因や生活破壊要因となり

せられるようになってきてい

め条件のひとつは，安心して

）が制御・管理できているこ

壊をともなって生活過程の商

生活過程の商品化」が，

，生活の場が共生的な

ることにもあろう。

楽しく暮らせるように

とである。ところが，

品化が進められ，生活

に困難を生じる場面が急増

現代日本の消費生活の場

いまや「常識」である。こ

幸せになれます」といった

消費思考の植え込みがある

（ ）

している。

が，過剰なまでの商品であふ

の背景には，例えば，「自動

企業のマーケティング活動に

。だが，それだけではない。

れかえっていることは，

車を買えば，あなたは

よる消費者への享楽的

生活に自動車がなけれ



ば生活ができない

も，住宅も，さら

生活できない仕組

立命館経済学（ 巻特

仕組みが作られてきているの

に教育さえも，商品として売

みができているのである。現

別号３）

である。同様に，電話も冷蔵

られているものを買わなけれ

代消費社会は，生活の仕組み

庫

ば

に

大量の商品消費を

そして，これら

化」されている。

深く組み込まれ，

っている。だが，

直結している。例

ローン地獄に陥っ

強要する構造が組み込まれて

の商品を買うためには，「ロ

消費生活に，住宅ローン，自

「ローン」なくして生活が成

この仕組みは，一歩間違えば

えば，日本の自己破産者は

ている人は，控えめに見て推

いるわけである。

ーン」を利用することも「常

動車ローン，教育ローンなど

り立たない仕組みになってし

，ローン地獄などの生活破壊

万人以上にもなり，破産寸前

定 万人から 万人にのぼ

識

が

ま

に

の

る。

「ローン」は，モ

さまを暴力的にか

においてあらわに

競売，給与差押な

商品化は，商品

する契約関係であ

生活過程の商品化

ノやサービスの消費促進と結

えるだけではない。「ローン

し人間関係をかえる。また，

どの強行措置がとられ，消費

流通を拡大する。現代の支配

る。生活過程の商品化は，生

と契約関係化は，金銭なくし

びつきながら，消費生活のあ

」は，貨幣の暴力性を生活過

ローン返済ができなくなれば

者の生活を破壊する。

的商品流通は，貨幣を仲立ち

活の契約関係化を促していく

て不可能な生活と，人間関係

り

程

，

と

。

の

契約関係化をとも

ひとつとして，本

係が入り込み，家

とは，物質生活の

問題点も合わせ持

商品化をすすめ

なう。「ローン化」はその一

来無償の贈与の関係が成立し

族関係を希薄化させる。「ロ

豊かさを支える機能を果たす

っている。

利益を得たい企業と，商品を

環である。例えば，その結果

ていた家族関係に有償の契約

ーン化」が商品化を促進する

という積極面の一方で，多く

買って生活を豊かにしたい消

の

関

こ

の

費

者は，商品化を通

かし，この個別的

が少なくない。こ

相互に利益が成

という。共生関係

（ ）

じて異なる個別利益を獲得す

利益は，消費者の普遍的権利

の利益や権利の侵犯は「共生

立し，各々が自己の制御も保

における利益は，個別的利益

るという共生的関係にある。

や共通の利益を冒しているこ

的暴力」と呼べるものである

てる関係にある状態を共生関

であり，往々にして共同的利

し

と

。

係

益



現

や他の利益を犠牲にして成

代社会では，共同的利益関

「共生的暴力」が増大してい

代消費の構造と消費者（山西）

立している。個別的利益が優

係が軽視され共生的利益の裏

る。「ローン化」された生活

先されることが多い現

に隠された暴力である

にも，「共生的関係」

と「共生的暴力」が併存し

次に，この問題を，家計

いて取り上げ現代消費に見

住宅 住宅は，最も基本

活の質に大きな差違が生ま

わっており，本来，住宅供

しかし，現実は，住宅建設

ている。

消費に大きな位置を占める住

る共生関係と共生的暴力関係

的な生活基盤のひとつである

れる。住宅は，国民の基本的

給のミニマムは，公的に保証

業界とローンを利用してでも

宅，自動車，教育につ

の姿を見てみよう。

。住宅の質によって生

な人権保障と深くかか

されるべきものである。

持ち家住宅取得を望む

消費者と住宅ローン供給す

政府の住宅供給責任が回避

化，金融構造の大変動によ

活の場を確保するために，

るをえず，住宅ローンのた

いという事態をまねいてい

日本で住宅ローンを利用

る金融機関との共生的関係を

されている。このような共生

って強化されてきている。こ

無理をしてでも住宅ローンを

め，他の消費生活や家族生活

る。

して建設される持ち家の耐用

生みだすことによって，

的関係は，不況の長期

のことは，消費者が生

借り，持ち家を持たざ

を犠牲にせざるをえな

年数は， 年程度のも

のが多い。そのため消費者

を借り，住宅を買い換える

ンに依存した持ち家政策と

しても環境に対しても略奪

的にも多くの資源を略奪さ

も手痛い破壊を受けてきた

は，住宅ローンの返済が終わ

か，建て直すかの選択を余儀

長期の使用に耐えない質の悪

的である。消費者は，住宅の

れているに等しく，乱開発と

。これは，住宅および住宅ロ

れば，次の住宅ローン

なくされる。住宅ロー

い住宅は，消費者に対

ために時間的にも物質

資源の無駄により環境

ーンをめぐる共生的関

係下の共生的暴力関係と呼

自動車 自動車は，現代

を特色づける商品のひとつ

自動車は，消費者の行動範

という移動の自由がえられ

（ ）

べる事態にほかならない。

の生活様式の基盤となってい

である。自動車は，たいへん

囲の時間的空間的拡大をもた

る，動く密室とも言える個別

る。同時に，現代消費

魅力ある商品である。

らす，ドアからドアへ

化された移動装置であ



るといった機能性

てやまない商品で

めて個人主義的な

立命館経済学（ 巻特

と，ファッション性などの魅

ある。だが，それ故に，自動

人間関係を助長する側面を隠

別号３）

力によって，消費者を引きつ

車は，利己心を増大させ，き

し持った商品でもある。例え

け

わ

ば，

現代日本の交通生

事故犠牲者だけで

者，障害者など，

たちを犠牲にして

を著しく制限され

活がもたらした個

自動車は，製造

活は，自動車中心の交通生活

なく，歩行者，排気ガスによ

自動車を持つことができない

成り立っている。その結果，

た状態のまま放置されている

人主義的人間関係であり，暴

過程においても使用過程にお

と言えるが，この生活は，交

る健康障害者，低所得者，高

か，運転することができない

これらの人たちは，生活の制

。これは，自動車中心の交通

力的人間関係でもある。

いても大量の資源を必要とし

通

齢

人

御

生

，

有害物質を放出す

通生活の見直しを

生産ロットの大き

を実現するために

自動車の大量生産

購入は，家計を圧

動車は，年間約１

る。深刻な環境破壊とその犠

迫っている。自動車は，典型

さがコスト競争力と直結して

は，大量の自動車ローン供給

を実現する必要条件なのであ

迫し，時に家計を破壊し生活

万人の人を殺す殺人マシーン

牲者の増加は，自動車中心の

的な大量生産型工業製品であ

おり，高価な自動車の大量販

が必要である。自動車ローン

る。だが，ローンによる自動

を破壊するのである。また，

でもある。

交

る。

売

は，

車

自

こうなると，大

力関係に転じてい

は，私たちに問い

たくさん作り，車

自動車をめぐる

代の消費のあり方

衆と自動車メーカーの共生的

る。自動車中心の交通消費が

かける。車に乗りたい人がた

を売るために，大量の自動車

「共生的暴力」の顕現は，車の

に強い疑問を投げかけている

利益関係は，いまや，共生的

もたらした環境問題や人間関

くさんいるというだけで，車

ローンが供給されるべきかと

使用の考え方と生活の仕方，

。

暴

係

を

。

現

教育 教育は，

る。教育は，人間

優秀な労働力を求

して還元されるべ

共同的必要である

（ ）

人間の能力発達の全面化にと

的発達を欲するすべての人の

める企業の要求でもある。教

きものである。教育は，国民

と同時に共生的必要でもある

ってなくてはならないもので

要求である。同時に，教育は

育の効果は，国民全体の利益

と企業を含む社会全体にとっ

。

あ

，

と

て



現

教育は，労働力商品の生

労働力商品の価値を高める

受けていない労働力よりも

代消費の構造と消費者（山西）

きた所有者である人間に直接

。一般に，教育訓練を受けた

生産性が高く利用価値がある

働きかけることにより，

労働力は，教育訓練を

。当然，教育訓練を受

けた労働力の価格は高くな

ほど高収入となる。これは

ため教育は，労働者間の競

教育を利用した労働者間競

に労働者家計に転化させら

資競争をもたらす。この教

ると教育競争は，設備投資

り，より高度の教育訓練を受

家計が教育に費用を投ずる経

争の組織化手段に容易に転化

争の組織化に成功すれば，教

れる。教育競争は，家計負担

育競争の副産物のひとつが学

競争とおなじである。人と人

けた労働力をもつ家計

済的誘因である。この

させることができる。

育の費用負担は，容易

による教育への先行投

習塾であろう。こうな

の関係を重視する教育

が，競争手段化していくは

教育という一面化された関

家計だけでなく企業も，

家計にばかり重い教育費用

され教育の商品化が進んで

ば進められるほど，家計に

ずることができなければ家

てに，人を育てる教育は労働

係のなかに落とし込められる

教育の受益者である。にもか

負担がかけられることは，教

いることに他ならない。教育

とって金のかかる教育提供が

計収入は減少し，収入が不足

力という商品を育てる

のである。

かわらず日本のように

育が家計消費の対象と

の商品化が進められれ

進む。教育に費用を投

であれば教育投資がで

きない。このような無理の

用市場をうみだし，さらに

教育をめぐるこの関係は

の対抗的人間関係に変え，

へと再編するものである。

間関係を破壊し，個別化さ

ある教育の提供構造は，教育

，教育の商品化を促進してい

，もとは共生的であった人間

さらに，これを労働者間，家

これは，資本への階級的集団

れた労働者を資本の提示する

ローンという消費者信

る。

関係を資本と労働者と

計間の競争的人間関係

的対抗力を形成する人

労働条件に競争的に応

募させることによって，資

よう。教育の商品化，教育

を家計消費の要素として組

暴力的に競争的人間関係に

の教育費高騰は，家族の再

（ ）

本に従属した人間関係を生み

費用の高騰，教育ローン普及

み込み，学歴社会を促進しな

再編するものである。教育ロ

生産費の高騰と直結，家族の

だす大きな要素といえ

，という流れは，教育

がら共生的人間関係を

ーンを必要とするほど

再生産力の低下である



少子化とも密接に

り結ぶべき人間自

次に，生活過程

立命館経済学（ 巻特

関係している。少子化は家族

体を減少させる究極の人間関

の商品化を，商品交換関係と

別号３）

規模を縮小させ，人間関係を

係の暴力的転換である。

してとらえかえすことによっ

取

て

見えてくる現代消

資本主義経済シ

基本構造は，商品

費の姿を探ってみよう。

３ 商品交換関係と現代

ステムのもとでの資本と労働

生産が全面化することのうち

消費の構造

の対抗関係における人間関係

に規定されて発現する。共同

の

的

かつ協同的な人間

労働の共生的関係

る人間関係に転換

資本の再生産に

精神と肉体を不可

続けるためには，

ことを必要とする

関係は，商品生産関係（営利

に再編され，さらに資本に組

される。

は，労働力の再生産が必要で

分のものとして必要とする存

労働者が生きていくこと，労

。労働者家族の再生産のため

的商品交換関係）により，資本

織化された共生的暴力の支配

ある。労働力は，生きた人間

在であるから，労働力を確保

働者家族の再生産が持続され

に必要な消費の充足は，労働

と

す

の

し

る

力

確保のための条件

規定し，労働者家

さらに，労働者が

本の生産力水準を

消費がどれほど

社会的経済的自律

である。だから，消費のあり

族のありかたは労働者と労働

，商品交換関係において提供

規定する要素となる。

労働者の自律的なコントロー

度に直接に影響される。文字

かたは労働者家族のありかた

力の内容を規定する要因とな

する労働力商品の質と量は，

ルのうちにあるかは，労働者

の読解能力がなければ本が読

を

る。

資

の

め

ず，本を読めなけ

の範囲の広さと，

って，水準の高い

必要である。他方

から消費の自立性

（ ）

れば知的人間としての発達は

労働者の人格や教養，知識水

労働力を確保しようとすれば

で，資本に従属度の高い労働

を奪うことが必要である。消

制限されるというように，消

準は相互に影響する。資本に

，消費に自立性を与えること

力を確保するためには，労働

費面からする資本の労働力政

費

と

が

者

策



現

は，労働者の消費に自立性

盾のなかで行われざるをえ

費政策にも共生的手法がと

代消費の構造と消費者（山西）

を与えつつ自立性を奪わなけ

ない。そのため，労働力管理

られることになる。

ればならないという矛

政策の一環としての消

消費の自立性は，一定水

確保されれば達成されたか

を堀崩す消費構造がビルト

例えば，広告宣伝による

見た目を優先した食品など

形成されている。消費者ロ

うことと，消費の自立性を

準以上の所得と自由な選択購

に見える。だが，現代消費に

インされている。

浪費的消費への誘導，有害食

自立性を奪う多様で複雑な消

ーンにみられるように，消費

奪うということが全く同じシ

入が可能な商品供給が

は，この消費の自立性

品添加物などによって

費者行動の誘導回路が

の自立性を助けるとい

ステムのなかで発生す

る場合もある。消費者ロー

の一形態をなしているが，

で自律的な生活スタイルに

根底から資本に従属させ奪

用することは，言うまでも

によってもたらされる現在

消費制約や消費の自立性を

ンは，一面では消費の自立性

他面では，消費可能な商品の

貢献する。だが，ローンは，

う仕組みも提供するのである

なく将来の所得の先行費消で

消費の追加的満足獲得の代償

犠牲にする可能性を受け入れ

を損なう過剰資本処理

選択枝を広げ，個性的

この消費の自立性を，

。消費者がローンを利

ある。これは，ローン

として，将来における

ることを意味している。

特に，先にみた住宅，自動

でローンを利用している家

費の自立性阻害を引き起こ

費の自立性をなんとか確保

所得をめざしより多く働か

競争を通じた次世代の消費

車，教育などは，所要資金も

計は，長期にわたる将来所得

していることが多い。家計が

しようとすれば，家計を支え

ざるをえない。一方で，労働

の自立性獲得競争に向けられ

大きく，これらの目的

の先行費消によって消

，この状況において消

る労働者はより多くの

者家族の努力は，教育

ることになる。

資本賃労働関係は，労働

労働力以外のなにも売るも

の全面的商品化は，暴力的

の自由や自律性を束縛する

者を常に安定的に賃労働に

（ ）

者の消費生活すべてが商品購

のがないという条件のもとで

に労働者を賃金獲得のための

ことになる。ここで見落とし

つかせていくためには，労働

入に依存し，労働者は

完成される。生活過程

労働につかせ，労働者

てならないのは，労働

者に賃金を使い切らせ



るという条件が必

階級の状態』でエ

おける労働者自身

立命館経済学（ 巻特

要だということである。例

ンゲルスが浮き彫りにしたよ

の生命の持続さえも阻害する

別号３）

えば，『イギリスにおける労働

うな自由競争段階の資本主義

ような過酷な労働者状態は，

者

に

当

時におけるこの条

こともできる。労

た闘いの歴史を必

現代資本主義のも

になってきている

するものであるが

れるとはいえ就労

件（労働者に貯蓄させない）の

働者がこの過酷な条件から脱

要としたのであるが，資本と

とでは，労働者は生活防衛の

。労働者にとって貯蓄は，一

，他方で，貯蓄によって生活

（不就労）の自由獲得につな

充足状態を意味していたとみ

出するためには血と汗にまみ

労働の共生的関係構築が進ん

ため多様な貯蓄を形成するよ

方で，失業時の生活不安を緩

を維持できるという範囲に限

がる。その結果，完成したか

る

れ

だ

う

和

ら

に

見える資本賃労働

ローンは，現在

制，過剰消費を可

れた交換関係は，

者の貯蓄を資本の

れ機能している。

に売ることを強制

関係の一角は，労働者の貯蓄

時点の賃金所得でまかないき

能にする構造を作りだし強制

労働者の債務奴隷化を生む仕

もとに継続的かつ強制的に吸

現代消費のこの構造は，労働

していく構造的基礎となって

によって掘り崩される。

れない消費，不必要な消費の

する装置でもある。この強制

組みとなるばかりでなく，労

収するシステムとして構造化

者がより多くの労働力を自発

いる。この構造は，労働者が

強

さ

働

さ

的

貯

蓄（消費預金）す

賃労働関係の基礎

あらゆる形態の資

物資の購買・消費

されることによっ

本として機能し設

ることによって堀り崩される

をより強固にする役割をはた

本が企業のもとに集中され労

によってのみ恒常的に維持さ

て資本に生じる矛盾は，消費

備投資等資金や消費者ローン

資本の矛盾を解決しつつ，資

している。資本賃労働関係は

働力の再生産が賃金所得によ

れる関係である。消費預金が

預金が銀行等に集中され貨幣

の原資として活用されること

本

，

る

な

資

に

より解決されてい

直接的な個別的

めとする金融の仕

され，貨幣的暴力

いく。この仕組み

（ ）

くわけである。

資本賃労働関係のもとにある

組みが介在することにより，

が仕組まれた社会経済構造の

は，時としてローンによって

人間関係は，消費者ローンを

金融資本と賃労働の関係へ拡

なかの人間関係へと再編され

もたらされる人間関係破壊や

始

張

て

生



現

活破壊を起こす共生的暴力

に共生的暴力関係が秩序化

現代資本主義においては

代消費の構造と消費者（山西）

を内在化させた構造の基礎的

され実定される法制度が構築

，労働過程と消費過程の構造

仕組みであり，この上

されているのである。

を一体化させて，商品

化の徹底を進め，労働の実

がとられ，この仕組みの安

が処方されている。消費者

たす一方で，資本蓄積を強

よっても，また，貨幣的暴

をもたらすのである。

資本主義経済は，歴史的

質的所有権を資本のもとに置

定化装置のひとつとして，貨

ローンは，生産力促進的かつ

めるための商品化を促進する

力の担い手のひとつとしても

な長期スパンでみると，

く高度な社会的仕組み

幣的暴力の潜在的作用

生活支援的な役割を果

という役割そのものに

，時として，生活破壊

年代の大不況期，第一

次世界大戦， 年大恐慌

どの危機に対応して経済構

労働者・国民との共生的関

活の全面的商品化の徹底や

ある。この内容のひとつと

経済の徹底，賃金回収シス

底などを通じた，資本によ

，第二次世界大戦， 年代

造を変化させてきた。この経

係の創出と強化をはかりつつ

過剰資本処理対策の高度化が

して，消費者信用による過剰

テムとしてのローンと労働力

る消費生活過程支配の強化が

スタグフレーションな

済構造の変化の一面は，

，実質的に，労働者生

はかられてきたことに

貨幣資本処理と商品化

商品の自発的販売の徹

あるわけである。

ここから言えることは，

ことが，労働者の立場に立

場を引き継ぎ発展させる方

程を通じた商品化の徹底と

の創出として働き，資本蓄

転換させる構造としても作

労働力の販売者である労働者

ちきる理論的方法の出発点で

法のひとつは，資本・賃労働

商品経済の発展進化が，資本

積構造が強化されるとともに

用するありさまを解明するこ

の立場を明らかにする

あるとすれば，この立

関係のもとでの消費過

に有利な所有関係構造

，現代人の人間関係を

とである。

消費者（労働者）の幸福や

的費消によって取り込みな

金として支払われた貨幣の

所有関係構造をつくりだす

剰消費の直接・間接の強制

（ ）

豊かさへの要求を，ローン

がら，そのことを通じ，労働

資本への継続的な回収回路を

ことにみられる「共生的支配

，資源の無駄や乱費，環境破

による将来所得の強制

者の経済的拘束と，賃

形成し，資本に有利な

関係」と，そこでの過

壊等が，生活破壊や人



間関係の悪しき変

現代資本主義は

ていこうとするシ

立命館経済学（ 巻特

容を引き起こしている問題へ

，生産と蓄積の論理から出発

ステムであり，このシステム

別号３）

の徹底解明が必要である。

して生活過程の全てを商品化

を発達させ強化する装置とし

し

て

広告宣伝，消費者

品化は，相互互恵

促進し，生活とは

みだす。そこでは

とが常識化され，

現代消費の基礎

は超歴史的，中立

信用を含むマーケティング等

的人間関係を排除し，生活過

モノやサービスを消費するこ

，人間関係もモノとモノの関

本来あるべき生活過程や人間

に現代技術があることを否定

的存在ではなく，歴史的，社

が位置している。生活過程の

程のモノ化や営利サービス化

とでしかなくなるシステムを

係として再編され受容される

関係が見失われがちとなる。

する人はいないであろう。技

会的存在である。技術は，そ

商

を

う

こ

術

の

おかれた歴史特定

を保存し強化，改

性は，現代消費に

して，他方で，資

面価値性は，現代

そのため，現代

支配に包まれた企

的社会で実用的世界を充足す

良しようとする機能を果たす

おいては，一方で，生活の利

本蓄積に貢献する技術として

社会が共生的関係を深める一

経済，現代企業社会は，「共

業主義的思考に消費を適合さ

る機能と，歴史特定的社会関

。例えば，技術のこの両面価

便性を提供する商品生産技術

機能する。このような技術の

因ともなっている。

生的」関係下の企業支配・資

せるという強い偏向を生じて

係

値

と

両

本

お

り，その偏向が現

いる構造を内在化

する考え方を技術

させるという関係

このような視点

そうとすると，商

代消費における諸矛盾を生み

させている。この内在的矛盾

至上主義，企業主義・消費主

となっているといえよう。

を受けて，先にとりあげた住

品化された仕組みのなかの私

拡大する原因のひとつとなっ

が，技術，企業，社会などに

義へと偏向させ諸問題を外在

宅，自動車，教育について見

化された消費生活を，公共的

て

対

化

直

な

仕組みや共同的な

えてこよう。良質

実によるマイカー

宅，自動車，教育

人間関係破壊は減

（ ）

利益を優先する仕組みのなか

・低廉な公共住宅や協同組合

規制，教育費用の国家負担拡

のためのローンは少なくてす

少するであろう。

での生活へと再編する必要が

住宅の大量供給，公共交通の

大などの政策実施を行えば，

み，ローンにともなう生活破

見

充

住

壊，



現

以上のような現代消費の

交換関係を持つ現代資本主

のみでは，労働者自身の権

代消費の構造と消費者（山西）

構造に関する論点は，深化し

義のもとにおいては，労働者

利を守りきることが困難にな

た資本蓄積体制と商品

の立場に立ちきる方法

っていることを示唆し

ている。つまり，現代資本

して，労働者の立場に立ち

の立場に立ちきることこそ

はじめの一歩なのである。

では，消費者として，は

か。

＊ 現代消費と技術の関連を

主義のもとでは，消費者の立

きることができなくなってい

，すべての人の消費生活を本

じめの一歩を踏みだすために

めぐる，技術の「両面価値説」

場に立ちきることなく

るわけである。消費者

当に豊かなものにする

は，どうすればよいの

に関する論点については，

重本直利，「資本主義的情

洋書房，第５章をみられた

どうすれば消費者の立場

報化と情報のポリティクス」『

い。

４ 現代消費と消費者

に立ちきり，現代消費を，人

社会の構造と論理』晃

々の幸福を支え実現す

るものにしていけるか。こ

立するということである。

世界で最も豊かな先進資

者問題が多発，消費者運動

況をうけ 年に発表され

保護に関する特別教書」（ケ

ディは，「言葉の定義からい

の問いに対するひとつの回答

本主義国となったアメリカで

も大きな力をもつようになっ

たのがアメリカ大統領ケネデ

ネディの消費者の権利宣言）で

うならば，われわれ全部は

は，消費者の権利を確

は， 年代より消費

ていた。このような状

ィの，「消費者の利益

ある。この教書でケネ

消費者である。経済機

構の中で最も大きな一群を

三分の二は一般消費者によ

さを明らかにしたうえで「

たなら，もし値段が法外な

（ ）

なすものが消費者である…経

って行われている」と経済活

もし消費者に供給される商品

ものであったなら，もしわれ

済界における全消費の

動における消費の大き

が低品位のものであっ

われが買う薬品が危険



な又は効き目のな

をすることができ

も安全も恐怖にさ

立命館経済学（ 巻特

いものであったなら，もし消

ないようだったなら，代価と

らされ，結局は国家の利益も

別号３）

費者が情報を信じて商品の選

して払う金は無駄となり，健

損害をうけることになるので

択

康

あ

る。…経済界の販

品を選ぶ尺度は，

よって，しばしば

『これからの消費者

安全を求める権

権利という「四つ

政措置の必要を訴

売方法は日増しに非人間的な

高度に発達した説得技術をフ

狂わされる」と述べている

の権利』による）。そしてこの

利， 知らされる権利， 選

の消費者の権利」を確立する

えたのである。ケネディの

ものになっている。消費者が

ルに使って行われる宣伝方法

（訳文は，全国消費者団体連絡

ような事態を打開するために

ぶ権利， 意見を聞いてもら

ことと並び，その為の立法と

「四つの消費者の権利」は，大

商

に

会編

は，

う

行

き

な反響を呼び，世

を受けて豊富化さ

権利と責任」とし

えた。

生活の基本的

ら「補償される権

つけられる「消費

界に広まり，消費者問題のひ

れてきた。例えば，

てケネディの「四つの消費者

ニーズが「保証される権利

利」， 賢明な消費者となる

者教育を受ける権利」， 安

ろがりと消費者の意識の高ま

（国際消費者機構）は，「消費者

の権利」に次の９項目を付け

」， インチキ商品やサービス

ために必要な知識や教育を身

全が脅かされることがなく，

り

の

加

か

に

危

険でない，しかも

とができる「健全

ービスの用途，価

識」を持つ消費者

うに「行動する」

国といわず，国際

人間としての威厳と安寧が保

な環境の権利」という四つの

格，質についてもっと敏感

となる責任， 自己主張し，

責任， 自らの消費行動が他

社会といわず，とくに恵まれ

障される環境で生活し，働く

権利と， 自分の使う商品や

になり，疑問を抱き，「批判的

必ず公正な取引が実現される

者に与える影響―地方といわ

ない弱い立場の人々に与える

こ

サ

意

よ

ず，

影

響を考慮に入れる

響を理解する「環

世代のために地球

の利益が促進され

費者として団結し

（ ）

「社会的責任」， 自らの消

境への自覚」の責任，例えば

を守るという個人的・社会的

，まもられ，力をつけ，影響

，「連帯する」責任（訳文は

費行動の結果が環境に与える

，天然資源を大切にし，未来

責任を自覚する責任， 消費

力を与えることができるよう

，前掲『これからの消費者の権

影

の

者

消

利』



現

による）。

これらの消費者の権利と

の一般的土台をなすもので

代消費の構造と消費者（山西）

責任は，供給者がまもるべき

もある。現代社会は企業社会

企業倫理や消費者倫理

でもあるが，このなか

で消費者の権利を確立して

理を企業倫理として組み込

のも，今日のように日々あ

形態が次々登場する情報化

情報を獲得していくことが

業自身や消費者だけでなく

倫理改善，改革を訴え企業

いくためには，企業活動のな

ませ企業活動を統制すること

らたな商品が開発・発売され

消費化社会では，弱者である

極めて困難だからである。企

行政が率先して消費者に不利

のありかたを正していくこと

かに消費者のための倫

が必要になる。という

商取引にもあたらしい

消費者が確かな商品や

業活動の統制には，企

益をもたらさないよう

も大事である。さらに，

企業活動も行政活動も法に

動も重要である。特に，次

費のありようを厳しく問う

ながらこのような諸課題が

い。消費者の権利要求を土

立法活動に消費者の権利と

題をねばり強く解決して行

基づいて行われるものであり

世代に良質の消費環境を引き

法の体系が準備されなければ

消費者の要求なく自動的に実

台とする消費者運動によって

責任を実現する倫理を組み込

かねばならない。

，消費に関する立法活

継ぐためには，現代消

ならない。だが，残念

現することはありえな

，企業活動，行政活動，

み，多発する消費者問

様々な消費者問題であふ

者である消費者や労働者等

の論点は，現代消費をめぐ

施策を導入する必要を訴え

させなければ社会が正常化

消費者パワーを原動力と

れかえる現代消費社会の経済

の保護とパワーの強化プログ

りソーシャル・マネジメント

るものでもある。現代は，こ

しない危機的な位置に置かれ

するような倫理規範が普遍化

社会開発は，社会的弱

ラムを必要とする。こ

（社会経営）的視点や

のような考えを現実化

ているのである。

していけば，消費者の

の権利を実現できない倫理

（現実に社会的倫理を逸脱，退

自身，消費者のための企業

費者の権利実現を企業活動

ていくうえでの必須条件と

（ ）

性の欠如した企業は，衰退す

場を余儀なくされた著名企業もあ

倫理を体現していくことは企

に組み込むことは，現代企業

なる。供給面においても消費

る可能性が出てくる

る）。そのため，企業

業の利益ともなり，消

が営利的持続をはかっ

面においても現代社会



に内在的な構造か

難だが避けて通れ

現代消費は，生

立命館経済学（ 巻特

らうみだされる消費問題解決

ない課題なのである。

活のあらゆる局面が商品化さ

別号３）

は，現代消費が背負っている

れていくという構造のなかに

困

あ

る。この現代消費

を備えているが，

不安定性が暴力的

わせ持っている。

出するとき，さま

経済的，人的損失

代消費をめぐる喫

の構造は，企業と消費者の共

この構造自体が消費者の生活

に人々の生活を破壊（共生的

この現代消費社会に内在的な

ざまな消費者問題，消費者被

をもたらすわけである。この

緊の課題である。経済学も含

生的関係を内部化していく構

基盤の不安定性を内包し，こ

暴力）していくという構造を

構造が，外在的なものとして

害となってあらわれ，社会的

ような消費構造の転換こそ，

めて諸科学・諸運動がそのた

造

の

合

表

，

現

め

に結集され，消費

伊藤セツ，

角田修一『

国民生活セ

ジュリエッ

いものまで

者中心の消費社会が構築され

現代消費を考えるため

川島美保，共編著『新版・消費生

生活様式の経済学』青木書店，

ンター編『戦後消費者運動史・資

ト。 ショア著，森岡孝二監訳
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